
　㈱ジェイアール東海高島屋は、三菱
地所㈱が運営する大名古屋ビルヂン
グの1・2階（一部）に、日本最大級の面
積と品揃えとなる「ジェイアール名古屋
タカシマヤウオッチメゾン」を7月27日
にオープンすると発表した。
　同社は「当店の時計売上は年々拡
大傾向にあり、お客様からも時計売場
充実のご要望を多く頂いておりました
が、既存店舗では面積に限りがあり、
売場拡大が実現できていませんでし
た。このたび、初の館外出店として、グ
レード感が高く高級時計の展開にふさ
わしい大名古屋ビルヂングへ、時計売
場を拡大移転することとし、名称は『ウ
オッチメゾン』といたします。お客様の
期待に応え、名駅エリアの更なる活性

化に寄与できればと
考えています」と話し
ている。
　最大の特徴は、日
本最大級となる約
1200㎡の売場面積

に、ショップ21店、約90ブランドの取
扱いを実現すること。売場面積は、従
来売場の約2倍となる。ショップとして
は2店が新規出店。新規取扱いは約
30ブランドにのぼる。既存ブランドも大
幅リニューアルし、面積が広がり、ゆっ
たりとした接客スペースを用意するほ
か、ブランドの世界観が表現された最
新デザインに生まれ変わる。
　常時展開ブランド以外の期間限定
展開や、各ブランドの新作発表を行う
エリア（2階）も新設される。ウォッチリ
ペアコーナーでは、専門的な知識と高
い技術力を持つ時計修理技能士を増
員し、新設するゆったりとした接客ス
ペース（2階）で時計に関するあらゆる
カウンセリングに対応する。

　一般社団法人日本
時計輸入協会（堀田峰
明理事長）は、社会貢
献の一環として、毎年

「時の記念日」にあわせてチャ
リティーオークションを行って
おり、今年も、6月10日の「時
の記念日」を含む1週間（6月7
日～13日）で、ヤフオクによる
チャリティーオークションを実
施した。なお、収益金はあしな
が育英会に寄付する。
　今年は特に長引くコロナウ

イルスの影響で、支援が必要な学生が
増えている状況により、オークションな
どによる学生支援への意義が高まって
いる。

日本最大級の高級時計ゾーンが7月に誕生
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　セイコーホールディン
グス㈱は、6月10日の「時
の記念日」にちなみ、生活
者に時間についての意識
や実態を探る調査を
2017年から実施、毎年
『セイコー時間白書』とし
て発表している。
　コロナ禍が本格化して
1年が経過。仕事やプラ
イベートを問わず生活環
境が大きく変化したこと
によって、「時間の使い
方」は多様化し、時間をど
う使うか、時間の価値を
改めて見つめ直した人も
少なくないようだ。
　『セイコー時間白書』で
は、コロナ禍において創
造された時間の新しい価
値や、時間の使い方の多
様性を“レガシー”（社会
の資産）にすべく、多様化
した時間の使い方や深
まった時間への意識を探
り、ひもといた［一部抜
粋］。
　また、今回はグローバ
ル編として、アメリカと中
国にて同様の調査を行
い、日本との時間意識の
差を探っている。

コロナ禍だからこそ気づけた
幸せな時間

　生活を大きく変化させたコロナ禍
は、弊害だけではなかった。コロナ禍で
増えて良かった時間として「趣味の時
間」（39.4％）や「家族とのコミュニケー
ション時間」（36.1％）が挙がった。ま

た、減って良かった時間
では「会社の飲み会・食
事会の時間」（33.3％）や
「通勤時間」（28.8％）が
挙げられた。
　さらに、増えて良かった
時間の中で、今後も維持
したい時間でも「趣味の
時間」（38.2％）と「家族
とのコミュニケーション
時間」（36.8％）が選ばれ
ており、コロナ禍という逆
境だからこそ“気づくこと
ができた大切な時間”で
あると考えられる。
　そこでコロナ禍で生ま
れた「幸せな時間の使い
方」においては、様々な時
間の使い方が寄せられ、
人それぞれが、自分の
ペースや趣向にあった豊
かな時間の使い方に気
づき、実践していることが
感じられる。何が自分に
とって大切なのかを見直
した人が多いようだ。

コロナが収束したら
「友人と外食」「配偶者
と旅行」へ

　コロナが収束したら、
誰と何をしたいかの質問では、外食は
「友人」（ 5 5 . 6 ％）や「配偶者」
（39.5％）や「こども」（31.8％）、旅行は
「配偶者」（ 4 0 . 2 ％）や「友人」
（32.6％）、映画は「友人」（24％）や
「配偶者」（21.8％）だけでなく「1人
で」（18.7％）観たい人もいた。遊園地
は「友人」（2 8 . 9％）や「配偶者」
（25.6％）や「子ども」（23.3＆）。スポー

ツは「友人」
（20.8％）と一
緒か「1人で」
（20.4％）、コ
ンサートは「友
人」（24.8％）
と楽しみたい、

という結果になっている。

アメリカ・中国の調査から見える
日本と海外で異なる時間意識

　今回は海外との時間意識の違いを
見るべくアメリカ（ニューヨーク在住の
10代～60代男女120人）と中国（上海
在住10代～60代120人）でも調査を
実施。日本での調査結果（全国の10代
～60代男女1200人）と比較した。
　まず時間に追われている感覚につい
て聞くと、日本は61.8％が「追われてい
る」のに対し、アメリカ69.2％、中国
90.8％となった。その感覚は以前と比べ
てどう変化したかというと、「強くなった」
のは日本44.2％、アメリカ52.5％に対
し、中国は85.8％と一層高くなっている。
中国人は日頃から時間に追われる感覚
が強く、さらに加速化しているようだ。
　また、時間の使い方にも国柄が現れ
ており、時間に関する行動17項目を挙
げ、当てはまるものを選んだ結果、日本
は「物事を始める前におおよその目安
時間を計算して行動」（68.3％）がトッ
プだが、アメリカ（83 . 3％）と中国
（95.8％）は「なにごとも効率的にすす
められるよう工夫」がトップだった
　さらに、「時間を短縮するためにタク
シーを利用する」は日本9.6％に対し、
アメリカ36.7％、中国63.3％、「朝活す
る」は日本28％、アメリカ59.2％、中国
85.8％と実践する人が多く目安を計算
して行動する日本人と、効率を重視す
るアメリカ人、中国人との違いが見えて
きた。日米の差が大きいのは「やること
がない時間ができるとつい不安」日本
30.8%＜アメリカ67.5%（36.7ポイン
ト差）、日中差は「せわしなくさまざまな
ことに追われることは楽しい」日本
25.5%＜中国86.7%（61.2ポイント
差）だった。1日24時間、時間の長さは
世界共通だが、その使い方は国により
大きく異なるようだ。
　次に、大切にしている時間を探ると、
日本は「睡眠・休憩の時間」（76.6%）、
「趣味・遊びの時間」（75.7%）、「ひとり
で過ごす時間」（73.5%）とプライベー

トな時間が上位に挙げられた。アメリカ
も同様にプライベートな時間が大切な
時間の上位に挙げられているが、「睡
眠・休憩の時間」（88.3%）よりも「趣
味・遊びの時間」（89.2%）の方が上位
で、よりアクティブにプライベートな時
間を楽しみたいという意向が感じられ
る。一方中国は、「仕事・家事・勉強を
する時間」（96.7%）のオンタイムがトッ
プとなった。オフタイムよりオンタイムの
時価が高い中国の現在が垣間見え、
納得の結果と言えよう。

 最後に、心理的なアプローチによる
「時間学」を提唱している千葉大学の
市川誠教授は「コロナ禍で得た知識や
経験、事例やノウハウ、スキルなどをナ
レッジとして生かし、有効活用できる社
会になると良い。家族や趣味などのプ
ライベートな時間は今後も維持したい
時間となっているが、コロナ禍で多様
な働き方、多様な時間の使い方を経験
したことで、趣味や家族の時間も仕事
と両立できるという実感を持った方は
多い。コロナ収束後は、仕事と家庭の
両立が特別なことではなく、工夫すれ
ば時間内で仕事ができるというような、
能動的な仕事の仕方を学習された方
も多い。経験から養われたコツやノウ
ハウ、それを生かすためのツールやリズ
ムなど、コロナ禍で構築されたさまざま
な成功事例は、コロナ収束後も社会で
共有され、役立つようになると思う。ま
た、使い方は無数にあるという時間の
多様性に気づくことができた。社会に
多様性が求められるように、時間の使
い方も多様化するのが自然の流れ。コ
ロナ禍で気づいた時間の使い方が、社
会の資産として共有され、一人ひとり
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や、みんなに、そ
して社会全体に
役立つことを願
う」などとコメン
トした。
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